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役場庁舎１階にある健康福祉課（窓口は３番）

Ｑ
平
成
26
年
度
で
第

５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
が
終
わ
る
。
平
成

27
年
度
か
ら
の
介
護
保
険

事
業
計
画
に
つ
い
て
問

う
。

〈
町
長
〉
第
６
期
計
画

は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

に
な
る
２
０
２
５
年
を
見

据
え
た
も
の
と
す
る
。
計

画
期
間
中
の
給
付
費
の
推

計
、
保
険
料
の
算
定
、
２

０
２
５
年
の
サ
ー
ビ
ス

水
準
、
サ
ー
ビ
ス
充
実
の

方
向
性
、
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
等
が
ど
う
変

化
す
る
か
な
ど
の
検
証
が

必
要
と
な
る
。
ま
た
、
第

５
期
計
画
期
間
中
の
給
付

費
の
伸
び
が
計
画
以
上
と

な
り
、
群
馬
県
財
政
安
定

化
基
金
貸
付
金
を
借
り
入

れ
て
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
第
６
期
計
画
で
は
、

借
入
金
の
返
済
等
を
含
め

た
推
計
と
な
る
。

Ｑ
第
６
期
計
画
で
は
、

介
護
老
人
福
祉
施

設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）
や
小
規
模
多
機
能
型

施
設
な
ど
の
整
備
計
画
は

あ
る
か
。

〈
健
康
福
祉
課
長
〉　

計
画

し
て
い
る
。

Ｑ
法
改
正
が
行
わ
れ

た
要
介
護
度
の
低

い
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
は
、
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

〈
町
長
〉
６
月
に
「
医
療・

介
護
総
合
確
保
推
進
法
」

が
成
立
し
、
国
か
ら
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案

が
示
さ
れ
て
い
る
。
要
支

援
者
の
予
防
給
付
の
訪
問

介
護
と
通
所
介
護
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
が
実
施
す

る
新
し
い
総
合
事
業
に
移

行
す
る
。

Ｑ
第
６
期
計
画
で
は
、

介
護
保
険
料
は
お

よ
そ
幾
ら
に
な
る
か
。
基

準
額
で
月
６
０
０
０
円
近

く
な
る
の
か
。

〈
健
康
福
祉
課
長
〉　

介
護

保
険
運
営
協
議
会
を
初

め
、
関
係
各
位
の
協
力
を

得
て
決
め
た
い
。

Ｑ
「
玉
村
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
策
定
状
況
は
ど
う
か
。

〈
町
長
〉
今
年
度
の
下
半
期
に

は
事
業
計
画
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
行
い
、
平
成
27
年
４

月
か
ら
の
本
格
施
行
を
目
指

す
。
新
第
４
保
育
所
が
４
月
に

オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、
待
機
児
童

対
策
と
し
て
期
待
で
き
る
。
ま

た
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
」
の
事
業
実
施
の
可
能
性
も

探
っ
て
い
く
。
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
定
員
オ
ー

バ
ー
が
見
込
ま
れ
る
玉
小
校
区

は
、（
旧
）
桐
生
信
用
金
庫
玉

村
支
店
跡
地
を
整
備
し
、
２
階

に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
「
井
田
家（
和
泉
家
）主
屋

国
登
録
有
形
文
化
財
登

録
記
念
事
業
」の
進
捗
事
業
と
、

歴
史
資
産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
事
業
と
の
位
置
づ
け
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

〈
町
長
〉
９
月
27
日
に
和
泉
屋

酒
蔵
で
行
わ
れ
る
記
念
事
業

「
い
し
ざ
か
び
ん
が
酒
蔵
シ
ャ

ン
ソ
ン
ラ
イ
ブ
」
は
、
第
５
次

玉
村
町
総
合
計
画
の
施
策
の
具

体
的
な
事
業
で
あ
る
。
歴
史
資

産
は
活
用
さ
れ
、
そ
の
価
値
を

多
く
の
町
民
が
共
有
す
る
こ
と

斉 藤 嘉 和

介
護
保
険
料
は
ど
う
な
る

 

町
値
上
げ
は
避
け
ら
れ
な
い

玉村町が未来へ羽ばたくための道筋の
　進捗状況を問う

町町民とともに魅力ある町を築くため
　各種事業を積極的に進めている

三 友 美 惠 子
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文化センター周辺地区

井田家主屋 国登録有形文化財登録記念事業
「いしざかびんが酒蔵シャンソンライブ」

Ｑ
文
化
セ
ン
タ
ー
周

辺
地
区
開
発
に
お

け
る
土
地
区
画
整
理
事
業

の
成
立
性
を
問
う
。

〈
町
長
〉
こ
の
地
区
は
、

玉
村
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

「
住
宅
系
構
想
市
街
地
」

と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。
定
住
人
口
の
増
加
を

図
る
た
め
の
受
け
皿
と
し

て
、
面
整
備
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
。
玉
村
町

の
地
価
水
準
は
低
く
、
民

間
事
業
者
で
は
良
好
な
都

市
基
盤
と
一
体
的
に
住
宅

を
供
給
す
る
こ
と
が
難
し

い
た
め
、
町
が
事
業
主
体

と
な
り
土
地
区
画
整
理
事

業
を
行
う
。
財
源
は
、
国

庫
補
助
金
と
一
般
財
源
で

あ
る
。

Ｑ
住
宅
供
給
に
つ
い

て
の
計
画
と
進
捗

状
況
は
。

〈
町
長
〉
１
区
画
約
70
坪

の
土
地
を
２
０
０
区
画
造

成
す
る
計
画
で
あ
る
。
造

成
さ
れ
た
土
地
を
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
へ
販
売
し
、
そ

の
後
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か

ら
住
宅
購
入
希
望
者
へ
供

給
さ
れ
る
。

Ｑ
人
口
減
少
対
策
に

な
る
と
考
え
る
か
。

〈
町
長
〉
当
町
の
人
口
減

少
の
主
な
原
因
は
、
町
外

へ
転
出
し
て
し
ま
う
社

会
減
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
適
切
な
住
宅

用
地
が
な
い
こ
と
が
主
な

理
由
で
あ
る
。
教
育
・
福

祉
・
環
境
・
生
涯
学
習
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
施

策
を
進
め
る
こ
と
で
定
住

促
進
が
図
ら
れ
、
人
口
減

少
対
策
に
な
る
も
の
と
考

え
る
。

Ｑ
産
業
振
興
を
促
進

す
る
土
地
利
用
事

業
に
つ
い
て
、
新
た
な
工

業
用
地
確
保
の
計
画
は
。

〈
町
長
〉
現
在
、
東
部

工
業
団
地
の
東
側
６
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
西
側
６
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
約
12
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
つ
い
て
、
工
業

専
用
地
域
と
し
て
市
街
化

区
域
に
編
入
す
る
手
続
及

び
地
権
者
交
渉
を
進
め
て

い
る
。
町
内
企
業
へ
用
地

提
供
を
行
い
、
町
外
に
出

て
い
か
な
い
よ
う
な
対
策

の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い

る
。

に
よ
り
保
存
へ
と
つ
な
が
る
。

今
後
と
も
積
極
的
に
歴
史
資
産

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業

を
進
め
て
い
く
。
来
年
４
月

オ
ー
プ
ン
予
定
の
た
ま
む
ら
道

の
駅
（
仮
称
）
に
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
を
置
き
、
町
を
め
ぐ
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

Ｑ
町
内
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
の
進

捗
状
況
は
。

〈
町
長
〉
平
成
26 

年
度
か
ら
耐

震
改
修
補
助
制
度
を
創
設
し

た
。
制
度
の
周
知
を
図
り
、
町

の
住
宅
耐
震
化
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

筑 井 あ け み

文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
地
区
開
発
の

　

目
的
と
今
後
の
事
業
計
画
は

 
町
人
口
減
少
対
策
と
し
て

　

本
地
区
の
定
住
促
進
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く


